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Ｇ
７
仙
台
科
学
技
術
大
臣
会
合

仙
台
の
科
学
技
術
を
世
界
へ
発
信

秋保の田植踊

会合の会場となる秋保地区

秋保産食材を使用したメニューフェア
（R

ル ー ト

oute 2
ニーニーナナ

2 7 s'C
カフェ

afe）

伊達武将隊と秋保温泉の女将による座談会

科
学
の
力
で
未
来
を
切
り
拓ひ
ら

く
ま
ち
を
目
指
し
て

　
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、

イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
首
脳
お
よ
び
Ｅ

Ｕ
委
員
会
等
が
参
加
す
る
国
際
会
議
で

す
。
７
年
ぶ
り
に
日
本
で
の
開
催
と
な

る
今
年
は
、
関
係
閣
僚
会
合
の
一
つ
で

あ
る
科
学
技
術
大
臣
会
合
が
本
市
で
開

か
れ
、
科
学
の
力
に
よ
る
地
球
規
模
の

問
題
解
決
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
が
開
催
地
に
選
定
さ
れ
た
理
由

は
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
あ
り
ま
す
。

産
学
官
が
連
携
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
次
世
代
放
射
光
施
設
「
ナ
ノ
テ

ラ
ス
」
は
、
仙
台
・
東
北
の
産
業
振
興

や
技
術
革
新
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
利
活
用
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10

月
か
ら
は
、
津
波
か
ら
の
避
難
を
全
自

動
で
呼
び
掛
け
る
「
津
波
避
難
広
報
ド

ロ
ー
ン
」
の
運
用
を
開
始
。
会
合
の
機

会
を
捉
え
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術
を
活

用
し
た
取
り
組
み
を
世
界
に
発
信
し
、

「
学
都
・
仙
台
」
と
し
て
の
都
市
ブ
ラ

ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
と
万
全
の

体
制
で

　
会
合
の
開
催
準
備
を
行
う
「
２
０
２

３　
Ｇ
7
仙
台
科
学
技
術
大
臣
会
合
推

進
協
力
委
員
会
」
で
は
、
官
民
連
携
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
合
出
席
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
語

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
や
町
内
会
に
よ

る
会
場
周
辺
へ
の
花
植
え
な
ど
、
お
も

て
な
し
環
境
を
整
備
。
さ
ら
に
、
開
催

機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
伊
達
武
将

隊
と
秋
保
温
泉
の
女お
か
み将
に
よ
る
座
談
会

の
開
催
や
、
飲
食
店
で
の
秋
保
産
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
会
合
期
間
中
に
お
け
る
参
加
者
向
け

の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
お
り
、

東
北
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
や
、

秋
保
の
伝
統
芸
能
・
田
植
踊
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
ま
た
、
各
国
の
大
臣
ら
に

本
市
の
科
学
技
術
の
取
り
組
み
を
間
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ナ
ノ
テ
ラ

ス
や
津
波
避
難
広
報
ド
ロ
ー
ン
を
視
察

い
た
だ
く
ほ
か
、
震
災
遺
構
仙
台
市
立

荒
浜
小
学
校
の
見
学
を
通
し
て
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
歩
み
や
復
興
支
援
に

対
す
る
感
謝
を
伝
え
ま
す
。
海
外
の
報

道
機
関
な
ど
に
は
、
秋
保
の
伝
統
工
芸

の
体
験
や
仙
台
城
跡
な
ど
を
巡
る
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
本
市
の
多
彩
な
文

化
や
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

　
開
催
ま
で
残
り
わ
ず
か
。
官
民
・
地

域
一
体
と
な
っ
て
、
開
催
に
向
け
た
準

備
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
合
を

通
し
て
、
本
市
の
魅
力
を
効
果
的
に
発

信
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

最先端の科学技術を発信します
次世代放射光施設・ナノテラス

　令和６年度に青葉山エリアで運用開始予定のナノテラス
は、国内既存放射光施設の約100倍の明るさを有し、より
鮮明にかつ短時間で物質の観察が可能。創薬や医療技術、
環境保全、食の安全等の分野の研究や開発に用いられます。
　市は現在、施設を中核に研究機関や企業、大学等が集積
し、共同で研究開発などを行う基盤「リサーチコンプレッ
クス」の形成を進めているほか、企業が既存放射光施設を
利用し成果を発表するトライアルユース事業を実施するな
ど、ナノテラスの利活用に向けた取り組みを進めています。

子どもたちによる国歌歓迎語学ボランティア研修会

　秋保地区の幼稚園、小・中学校の児童・生徒の皆さんが、
Ｇ７参加国の国歌を斉唱した映像を、会合会場などで上映
します。カナダの国歌を担当したあきう幼稚園の子どもた
ちは、練習の際、先生の発声を良く聞きながら歌詞を覚え、
ピアノの音に合わせて熱心に歌う姿が見られました。息ぴ
ったりの温かい歌声で参加者をおもてなしします。

　3月21日・26日、会合出席者を支援する語学ボランティ
ア研修会を実施しました。案内の際に使用する英語表現、

マナーや心得を学んだほか、W
ワイファイ

i-Fiやトイレの案内など、
実際の活動場面を想定したロールプレイングを実施。積極
的に質問したり互いに教え合ったりと、おもてなし力の向
上に向け、意欲的に参加する様子が見られました。

おもてなしの心で温かく迎え入れます

中高生向けトークライブ
◆東北の観光物産展◆東北の観光物産展
　東北の観光地を紹介するブースを設けるほか、各地の特
産品を販売します。
●期間

‖

５月12日㈮～14日㈰　●会場

‖

JR仙台駅中央口改
札前
◆巡回パネル展示◆巡回パネル展示
　Ｇ７参加国や、本市の科学技術を活用したまちづくりに
ついて紹介します。
●期間

‖

５月14日㈰まで　●会場

‖

市役所本庁舎１階ロビ
ー、スリーエム仙台市科学館、天文台、秋保・里センター

　クイズを通して知識を発信する「Q
ク イ ズ ノ ッ ク

uizKnock」のメンバ
ーである伊沢拓司さんと須貝駿貴さんによる、Ｇ７や科学
をテーマにしたトークセッションやクイズ大会が、4月16
日に開催されました。クイズに参加した約200人の中学生・
高校生は、元気良く手を挙げて問題に答えるなど、楽しみ
ながら社会と科学のつながりを学びました。

Ｇ７を楽しく知って盛り上げる 関連イベント

会合期間中は、市内で交通渋滞が予想されます。時間に余
裕を持ってお出かけいただくよう、ご協力をお願いします

市内交通渋滞緩和に向けた協力のお願い

　　

５
月
５
月
1212
日
か
ら

日
か
ら
1414
日
ま
で
、
秋
保
地
区
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
仙

日
ま
で
、
秋
保
地
区
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
仙

台
科
学
技
術
大
臣
会
合
。
市
で
は
、
官
民
連
携
の
も
と
、
会
合
の

台
科
学
技
術
大
臣
会
合
。
市
で
は
、
官
民
連
携
の
も
と
、
会
合
の

開
催
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
緑
に
あ
ふ
れ
、
美
し
く
輝
く
杜

開
催
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
緑
に
あ
ふ
れ
、
美
し
く
輝
く
杜

の
都
に
、
い
よ
い
よ
各
国
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

の
都
に
、
い
よ
い
よ
各
国
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

　AIをはじめとする先端IT技術とさまざまな産業を掛け合

わせることにより、新たな価値を生み出す「X
クロステック

-TECH」の
一環として、津波からの避難を呼び掛けるための新たな広
報手段「津波避難広報ドローン」の運用を令和４年10月
から開始しました。
　津波警報等の発表とともに、全自動で２機のドローンが
離陸・飛行し、搭載するスピーカーから流れるサイレンと
自動音声により、人の手を介さずに、海岸付近を訪れてい
る方へ避難を呼び掛けます。

津波避難広報ドローン


